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共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
東　　　　　 三　（　　　　　　　　 （
洋G圓日口日）正
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一
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（
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結
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（
四
）
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序
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錯
誤
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ド
イ
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判
例
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学
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状
況
考
察
小
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上
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大
法
研
論
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三
二
号
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法
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共
犯
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お
け
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正
犯
行
為
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造
的
地
位
（
四
）
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序
ー
所
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概
念
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性
個
別
問
題
の
検
討
二
重
性
の
法
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危
険
性
の
問
題
序
ー
実
行
従
属
性
共
犯
行
為
の
危
険
性
正
犯
行
為
の
危
険
性
小
括
（
以
上
東
洋
法
学
二
八
巻
一
号
）
共
犯
に
お
け
る
因
果
問
題
物
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因
果
性
心
理
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因
果
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（
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本
誌
本
号
）
語
二
六
〇
　
四
　
正
犯
行
為
の
位
置
づ
け
　
前
述
の
よ
う
に
、
共
犯
不
法
は
、
法
益
侵
害
と
い
う
独
立
・
固
有
な
要
素
と
正
犯
行
為
の
不
法
か
ら
導
か
れ
る
従
属
的
な
要
素
と
か
ら
構
成
さ
れ
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
は
、
構
成
要
件
上
の
保
護
法
益
へ
の
従
属
的
な
侵
害
の
点
に
存
す
る
（
折
衷
惹
起
説
・
従
属
的
法
益
侵
害
（
1
）説
）
。
　
こ
の
立
場
は
因
果
性
原
理
と
従
属
性
原
理
と
の
二
元
主
義
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
属
性
が
共
犯
不
法
の
外
枠
を
画
し
、
因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
果
性
が
共
犯
不
法
の
前
提
的
根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
共
犯
に
お
け
る
本
来
的
結
果
は
正
犯
結
果
で
あ
る
こ
と
、
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
正
犯
行
為
の
位
置
づ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
は
客
観
的
に
違
法
な
行
為
（
法
益
侵
害
へ
の
危
険
行
為
）
で
足
り
る
こ
と
、
共
犯
は
自
己
の
表
象
し
た
正
犯
行
為
に
よ
つ
て
法
益
侵
害
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
共
犯
行
為
の
危
険
性
と
正
犯
行
為
の
危
険
性
と
は
質
的
差
異
が
あ
る
が
、
相
当
因
果
的
に
連
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
正
犯
行
為
は
共
犯
行
為
と
正
犯
結
果
と
を
因
果
的
に
連
関
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
点
か
ら
、
共
犯
に
お
け
る
因
果
問
題
を
検
討
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
。
　
他
方
、
従
属
性
原
理
は
、
共
犯
行
為
（
共
犯
者
）
と
正
犯
行
為
の
実
現
す
る
構
成
要
件
的
不
法
と
の
（
因
果
性
と
は
異
な
る
角
度
の
）
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
連
性
を
問
題
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
従
属
性
の
内
容
は
極
め
て
希
薄
な
も
の
と
解
せ
ぎ
る
を
得
な
く
、
両
者
の
関
連
性
は
従
属
性
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
共
犯
の
特
殊
な
帰
属
問
題
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
属
性
の
問
題
は
、
共
犯
行
為
（
共
犯
者
）
に
対
す
る
正
犯
行
為
の
実
現
す
る
構
成
要
件
的
不
法
の
帰
属
の
有
無
の
問
題
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
い
か
な
る
類
型
と
し
て
帰
属
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
、
さ
ら
に
共
犯
不
法
の
内
容
の
問
題
が
包
含
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
共
犯
に
お
け
る
帰
属
問
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
正
犯
行
為
は
、
（
結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
）
、
一
方
で
、
共
犯
行
為
と
正
犯
結
果
と
の
因
果
性
を
媒
介
す
る
事
実
的
機
能
を
有
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
、
構
成
要
件
的
不
法
を
共
犯
行
為
（
共
犯
者
）
に
帰
属
さ
せ
る
規
範
的
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
　
以
下
で
は
、
共
犯
に
お
け
る
因
果
問
題
と
帰
属
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
右
の
よ
う
な
正
犯
行
為
の
機
能
を
分
析
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
（
1
）
拙
稿
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
一
）
」
東
　
洋
　
法
　
学
早
大
法
研
論
集
一
三
号
（
昭
五
九
）
ご
＝
二
頁
以
下
。
共
犯
の
処
罰
根
拠
論
の
各
　
　
　
　
　
　
二
六
一
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
　
　
学
説
に
つ
き
、
大
越
義
久
・
共
犯
の
処
罰
根
拠
（
昭
五
六
）
六
七
頁
以
下
、
拙
稿
「
責
任
及
び
不
法
共
犯
説
の
批
判
的
考
察
」
早
大
法
研
論
集
二
　
　
二
号
（
昭
五
五
）
一
五
五
頁
以
下
、
同
「
惹
起
説
の
批
判
的
考
察
」
早
大
法
研
論
集
二
六
号
（
昭
五
七
）
一
八
三
頁
以
下
、
香
川
達
夫
「
共
犯
処
　
　
罰
の
根
拠
」
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
一
九
三
号
（
昭
五
九
）
一
頁
以
下
参
照
。
（
2
）
　
拙
稿
・
前
掲
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
一
と
一
二
六
頁
。
（
3
）
拙
稿
・
前
掲
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
一
と
一
四
四
頁
以
下
。
（
4
）
拙
稿
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
二
）
」
早
大
法
研
論
集
三
二
号
（
昭
五
九
）
二
六
三
頁
以
下
。
（
5
）
拙
稿
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
三
）
」
東
洋
法
学
二
八
巻
一
号
（
昭
六
〇
）
八
九
頁
以
下
。
（
6
）
拙
稿
・
前
掲
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
三
）
」
二
一
〇
頁
以
下
。
（
7
）
　
も
っ
と
も
、
因
果
性
の
問
題
も
広
い
意
味
で
帰
属
の
問
題
（
事
実
的
帰
属
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
因
果
性
の
問
題
と
こ
　
　
こ
に
い
う
帰
属
の
問
題
と
は
別
個
独
立
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
一
）
　
共
犯
に
お
け
る
因
果
問
題
　
共
犯
行
為
と
正
犯
結
果
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
因
果
性
は
そ
も
そ
も
帰
属
の
必
要
条
件
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
を
因
果
共
犯
論
・
惹
起
説
（
従
属
的
法
益
侵
害
説
）
に
求
め
、
共
犯
の
本
来
的
結
果
を
正
犯
結
果
と
解
す
る
以
上
、
共
犯
者
の
寄
与
が
構
成
要
件
の
実
現
に
無
影
響
の
場
合
に
は
共
犯
の
既
遂
（
既
遂
犯
へ
の
共
犯
）
と
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
因
果
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て
、
不
可
罰
的
共
犯
未
遂
・
可
罰
的
共
犯
未
遂
（
未
遂
犯
へ
の
共
犯
）
・
共
犯
既
遂
（
既
遂
犯
へ
の
共
犯
）
の
区
別
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
　
以
下
で
は
、
物
理
的
因
果
性
と
心
理
的
因
果
性
と
を
分
け
、
各
々
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
　
9
物
理
的
因
果
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
ω
　
物
理
的
因
果
性
を
媒
介
す
る
共
犯
形
態
は
物
理
的
蕎
助
で
あ
り
、
帯
助
の
因
果
関
係
の
中
核
的
問
題
で
あ
る
。
帯
助
行
為
と
正
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
結
果
と
の
間
に
因
果
関
係
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
既
に
論
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
蕎
助
行
為
と
正
犯
結
果
と
の
間
に
因
果
関
係
を
必
要
と
す
る
諸
見
解
を
概
観
し
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
、
需
助
犯
に
独
自
の
因
果
関
係
を
考
え
る
立
場
と
し
て
、
メ
ツ
ガ
ー
説
と
ク
ラ
ー
ス
説
が
あ
る
。
メ
ツ
ガ
ー
は
、
結
果
を
具
体
化
し
て
観
察
し
、
し
か
も
構
成
要
件
要
素
に
と
っ
て
全
く
重
要
で
な
い
事
情
を
修
正
し
た
場
合
で
も
因
果
関
係
は
存
在
す
る
と
し
て
、
蕎
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
行
為
と
正
犯
結
果
と
の
因
果
関
係
を
容
易
に
肯
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
窃
盗
の
帯
助
者
が
正
犯
者
に
合
い
鍵
を
渡
し
た
が
そ
れ
が
役
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
立
た
ず
、
正
犯
者
は
別
の
方
法
で
戸
を
開
け
て
窃
盗
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
合
い
鍵
を
使
用
す
る
可
能
性
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
が
犯
罪
行
為
の
決
定
的
要
素
に
と
っ
て
は
重
要
で
な
い
と
し
て
も
、
具
体
的
行
為
像
を
修
正
し
た
と
し
て
、
正
犯
結
果
と
の
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
　
　
　
　
　
（
5
4
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
メ
ツ
ガ
ー
は
、
帯
助
者
が
正
犯
者
の
虐
待
行
為
を
容
易
に
す
る
た
め
、
被
害
者
に
正
犯
者
を
見
分
け
ら
れ
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
し
よ
う
と
し
て
青
い
作
業
服
を
貸
与
し
、
正
犯
者
は
そ
れ
を
都
会
風
の
上
着
の
上
に
羽
織
っ
て
被
害
者
を
傷
害
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
作
業
服
の
貸
与
と
い
う
蕎
助
行
為
は
具
体
的
実
行
に
際
し
事
実
上
共
働
し
た
の
で
あ
り
、
結
果
に
対
す
る
因
果
関
係
が
存
す
る
こ
と
は
疑
い
　
　
　
　
　
（
7
）
の
余
地
が
な
い
と
説
く
。
し
か
し
、
所
為
形
象
の
あ
ら
ゆ
る
修
正
に
よ
っ
て
帯
助
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
メ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
因
果
関
係
は
不
可
罰
な
需
助
と
可
罰
的
な
帯
助
を
区
別
す
る
帰
属
要
件
と
し
て
機
能
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
構
成
要
件
的
に
重
要
で
な
い
事
情
の
修
正
を
蕎
助
者
に
帰
属
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
実
行
行
為
を
修
正
す
る
諸
条
件
の
中
で
、
結
果
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
可
能
に
し
、
容
易
に
し
、
強
化
し
、
あ
る
い
は
そ
の
成
功
を
確
実
に
す
る
行
為
だ
け
が
需
助
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
　
同
様
の
立
場
と
し
て
、
ク
ラ
ー
ス
は
、
判
例
の
促
進
公
式
を
実
質
化
し
、
流
入
あ
る
い
は
増
強
の
因
果
関
係
（
N
墜
毬
＆
霞
く
①
透
寧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
訂
村
訂
霧
毘
憂
）
と
い
う
新
し
い
概
念
を
提
示
し
た
。
ク
ラ
…
ス
に
よ
れ
ば
、
蕎
助
の
因
果
概
念
は
、
そ
れ
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
て
所
為
結
果
の
惹
起
を
早
め
、
そ
の
実
現
の
確
実
性
を
高
め
、
事
象
経
過
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
共
同
原
因
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
B
が
金
庫
に
穴
を
開
け
て
中
の
現
金
を
窃
取
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
あ
と
二
〇
分
ほ
ど
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
は
B
に
鍵
を
渡
し
B
は
そ
の
鍵
で
金
庫
を
開
け
た
と
い
う
場
合
、
A
が
B
に
鍵
を
渡
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
B
は
金
庫
か
ら
財
物
を
窃
取
で
き
た
か
ら
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
（
8
＆
蕉
？
。
・
ぎ
？
ε
㌣
⇒
8
男
9
導
8
に
よ
れ
ば
因
果
性
は
否
定
さ
れ
る
が
、
ク
ラ
ー
ス
説
に
よ
れ
ば
因
果
性
は
容
易
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ク
ラ
…
ス
は
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
を
否
定
し
（
蕎
助
と
実
行
行
為
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）
並
列
関
係
に
あ
る
こ
と
も
理
由
と
す
る
）
、
修
正
因
果
性
（
窯
＆
田
訂
江
o
葛
冨
霧
匙
聾
）
を
肯
定
す
る
。
確
か
に
、
幣
助
行
為
な
け
れ
ば
結
果
発
生
な
し
と
い
う
場
合
の
み
に
蓄
助
の
因
果
関
係
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
見
解
の
一
致
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
招
）
例
え
ば
、
侵
入
者
に
対
し
、
窓
ガ
ラ
ス
を
上
手
に
壊
せ
る
よ
う
に
と
手
袋
を
持
た
せ
た
場
合
に
も
常
助
の
因
果
性
は
肯
定
さ
れ
、
こ
の
点
で
、
蕎
助
の
場
合
に
は
犯
罪
遂
行
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
る
修
正
さ
れ
た
因
果
性
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
ー
ス
説
は
、
メ
ツ
ガ
ー
説
と
同
様
に
、
所
為
遂
行
の
具
体
的
形
象
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
所
為
寄
与
の
重
要
性
が
考
慮
さ
れ
な
い
結
果
、
金
庫
破
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
琶
）
り
に
対
し
そ
の
作
業
中
に
気
分
転
換
の
た
め
と
し
て
コ
ー
ラ
を
与
え
た
者
も
因
果
的
と
な
っ
て
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
ク
ラ
ー
ス
説
に
対
し
て
は
、
結
果
を
具
体
的
に
捉
え
か
つ
代
替
原
因
を
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
の
適
用
上
の
原
則
に
　
　
（
お
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
反
す
る
、
判
例
の
促
進
公
式
以
上
に
明
確
で
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
、
帯
助
犯
に
だ
け
特
殊
な
因
果
概
念
を
認
め
る
の
は
教
唆
犯
と
の
基
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）
構
造
の
統
一
性
を
破
る
も
の
で
あ
る
等
の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
図
　
次
に
、
蕎
助
犯
を
正
犯
と
同
様
の
因
果
関
係
論
で
処
理
し
よ
う
と
す
る
の
は
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
説
と
ザ
ム
ゾ
ン
説
で
あ
る
。
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
は
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
の
修
正
（
④
具
体
的
で
法
的
に
重
要
な
構
成
要
件
的
結
果
だ
け
を
考
慮
す
る
、
＠
代
替
条
件
を
付
け
加
え
て
考
え
て
は
な
ら
な
い
、
㊦
確
実
性
に
近
接
す
る
蓋
然
性
で
足
り
る
）
に
よ
っ
て
、
一
般
の
因
果
関
係
論
を
蕎
助
の
因
果
関
係
の
場
合
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
に
も
適
用
す
る
。
そ
し
て
、
侵
入
窃
盗
に
お
け
る
見
張
り
を
例
に
し
て
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
①
見
張
り
が
な
け
れ
ば
正
犯
者
は
侵
入
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
、
帯
助
者
の
見
張
り
は
所
為
に
対
し
て
共
同
原
因
的
な
援
助
で
あ
り
、
侵
入
窃
盗
既
遂
へ
の
蕎
助
が
成
立
す
る
。
②
正
犯
者
は
見
張
り
が
な
く
て
も
所
為
を
遂
行
し
た
が
、
見
張
り
が
な
け
れ
ば
正
犯
者
自
ら
何
度
も
危
険
の
有
無
を
確
か
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
蕎
助
者
は
窃
盗
を
客
観
的
に
容
易
に
し
、
促
進
し
た
の
で
あ
り
、
因
果
性
は
肯
定
で
き
る
。
③
正
犯
者
は
見
張
り
な
し
で
も
窃
盗
を
実
行
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
に
は
窃
盗
の
計
画
と
実
現
が
そ
れ
ほ
ど
確
実
で
な
く
な
り
、
ま
た
需
助
行
為
に
よ
り
正
犯
者
の
決
意
が
強
化
さ
れ
た
場
合
、
心
理
的
帯
助
が
成
立
す
る
。
④
正
犯
者
は
見
張
り
が
な
く
て
も
所
為
を
客
観
的
・
主
観
的
に
全
く
同
様
に
実
行
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
、
帯
助
行
為
と
正
犯
の
侵
入
窃
盗
と
の
因
果
性
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
の
見
解
に
対
し
て
は
、
彼
が
一
方
で
「
援
助
す
る
」
と
い
う
法
規
の
文
言
で
因
果
関
係
を
限
定
し
て
い
る
の
は
、
「
援
助
す
る
」
の
メ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
趾
）
ク
マ
ー
ル
と
し
て
因
果
関
係
が
考
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
故
に
議
論
が
逆
転
し
て
い
る
、
ま
た
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
の
修
正
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
2
2
）
こ
の
公
式
の
実
質
的
な
放
棄
で
あ
る
等
の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
条
件
関
係
が
違
法
・
責
任
と
い
う
規
範
的
評
価
の
前
提
と
な
る
事
実
的
判
断
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
定
的
に
他
の
行
為
ま
た
は
事
実
を
付
け
加
え
て
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
要
件
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
妥
当
な
方
向
に
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
ザ
ム
ゾ
ン
は
、
客
観
的
帰
属
の
基
準
と
し
て
、
具
体
化
さ
れ
た
等
価
説
と
仮
定
的
因
果
経
過
を
考
慮
し
て
、
保
護
客
体
を
悪
化
し
た
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
（
強
化
原
理
H
導
o
霧
三
①
塗
薦
の
嘆
ぎ
凶
ぎ
）
と
い
う
場
合
に
の
み
蕎
助
犯
の
成
立
を
認
め
、
た
だ
し
、
代
替
行
為
者
が
介
入
す
る
と
き
は
、
違
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍛
）
法
な
関
与
を
引
き
受
け
た
こ
と
（
引
き
受
け
原
理
O
び
R
暴
げ
B
①
鷺
ぽ
聴
ぎ
）
に
よ
っ
て
帰
属
を
肯
定
す
る
。
強
化
原
理
の
適
用
事
例
と
し
て
、
①
帯
助
者
が
、
そ
の
行
為
な
け
れ
ば
構
成
要
件
該
当
結
果
が
お
よ
そ
発
生
し
な
か
っ
た
か
あ
る
い
は
当
該
強
度
に
発
生
し
得
な
か
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
た
、
と
い
う
事
態
を
設
定
し
た
場
合
（
強
化
原
理
に
よ
れ
ば
構
成
要
件
該
当
結
果
に
対
す
る
因
果
関
係
が
存
在
す
る
）
、
②
蕎
助
者
が
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
果
に
対
し
て
必
要
な
事
態
を
設
定
し
た
が
、
既
に
同
じ
く
有
効
な
事
態
が
存
在
し
て
い
た
場
合
（
強
化
原
理
に
よ
れ
ば
法
益
状
態
の
悪
化
は
な
い
）
が
あ
る
。
引
き
受
け
原
理
の
適
用
事
例
と
し
て
、
蕎
助
者
が
結
果
に
対
し
て
原
因
を
設
定
し
た
が
、
必
要
な
と
き
に
は
正
犯
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
自
ら
そ
れ
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
（
法
益
状
態
の
悪
化
は
な
い
が
、
違
法
な
関
与
を
引
き
受
け
た
と
し
て
帰
属
す
る
）
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
》
　
ザ
ム
ゾ
ン
は
、
帰
属
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
を
法
益
保
護
と
把
握
し
、
個
々
の
事
例
で
有
効
な
法
益
保
護
を
促
進
す
る
と
い
う
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
的
設
定
か
ら
、
帰
属
は
保
護
客
体
の
状
況
の
悪
化
を
前
提
に
す
る
と
い
う
原
則
を
展
開
し
た
。
帰
属
に
と
っ
て
も
っ
ぱ
ら
等
価
説
の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
》
で
の
因
果
性
で
十
分
と
す
る
な
ら
ば
、
規
範
は
法
益
の
維
持
を
超
え
る
機
能
を
有
さ
ぎ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ザ
ム
ゾ
ン
の
強
化
原
理
は
、
等
価
説
の
位
置
を
法
益
保
護
と
い
う
規
範
的
機
能
の
側
面
で
相
対
化
し
、
等
価
説
の
背
後
に
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雛
》
る
刑
事
政
策
的
構
想
を
十
分
に
考
慮
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
ザ
ム
ゾ
ン
は
さ
ら
に
、
強
化
原
理
を
修
正
す
る
引
き
受
け
原
理
を
採
用
す
る
が
、
こ
の
引
き
受
け
原
理
は
強
化
原
理
に
統
合
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
行
為
を
決
意
し
た
者
に
よ
っ
て
既
に
危
険
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
危
険
状
態
は
実
行
に
至
っ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
が
故
に
、
法
秩
序
は
保
護
客
体
を
今
だ
な
お
維
持
し
得
る
と
す
れ
ば
、
代
替
行
為
者
が
存
在
す
る
場
合
も
、
行
為
決
意
か
ら
実
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
へ
の
移
行
は
つ
ね
に
保
護
客
体
に
対
す
る
状
況
の
悪
化
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
引
き
受
け
原
理
は
強
化
原
理
の
修
正
で
は
な
く
、
そ
の
規
範
化
で
あ
り
、
規
範
的
に
理
解
さ
れ
た
強
化
原
理
に
よ
っ
て
引
き
受
け
原
理
は
独
立
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ザ
ム
ゾ
ン
は
違
法
な
寄
与
の
引
き
受
け
だ
け
を
可
罰
的
蕎
助
と
す
る
が
故
に
、
例
え
ば
、
情
を
知
ら
な
い
郵
便
集
配
人
に
時
限
爆
弾
入
り
の
小
包
を
庭
の
門
か
ら
玄
関
の
ド
ア
ま
で
の
最
後
の
一
メ
ー
ト
ル
を
運
ん
で
や
ろ
う
と
申
し
出
て
運
ん
だ
者
は
、
そ
の
者
が
小
包
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
味
を
知
っ
て
い
た
場
合
で
も
不
処
罰
と
い
う
結
論
に
至
る
。
し
か
し
、
結
果
を
促
進
す
る
条
件
を
設
定
し
、
そ
れ
に
相
応
す
る
故
意
も
存
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
誕
ノ
在
す
る
場
合
に
は
、
刑
法
上
の
帰
属
に
と
っ
て
十
分
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
と
ご
ろ
で
、
ザ
ム
ゾ
ン
の
強
化
原
理
と
危
険
増
加
理
論
と
を
比
較
検
討
す
る
と
、
両
説
と
も
仮
定
的
因
果
経
過
の
領
域
に
お
い
て
代
替
原
因
を
考
慮
す
る
点
に
同
一
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
危
険
増
加
の
確
認
の
た
め
に
い
か
な
る
事
象
を
現
実
の
経
過
と
対
置
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
二
つ
の
可
能
性
す
な
わ
ち
当
該
行
為
が
存
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
現
実
外
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
事
象
か
、
あ
る
い
は
危
険
増
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
で
探
求
さ
れ
る
べ
き
事
情
を
除
い
た
現
実
の
事
象
か
に
分
か
れ
、
前
者
の
方
向
の
み
が
代
替
原
因
を
考
慮
す
る
立
場
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
い
か
な
る
範
囲
で
仮
定
的
因
果
経
過
が
帰
属
を
排
除
す
る
か
の
問
題
は
結
局
危
険
増
加
の
概
念
内
容
に
依
存
す
る
が
、
こ
の
概
念
自
体
が
依
然
と
し
て
不
明
確
で
あ
り
、
見
解
の
一
致
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
現
象
的
に
み
る
な
ら
ば
、
危
険
増
加
理
論
と
ザ
ム
ゾ
ン
の
見
解
と
は
一
致
点
が
多
く
、
ザ
ム
ゾ
ン
の
強
化
原
理
は
危
険
増
加
理
論
と
対
立
せ
ず
、
む
し
ろ
危
険
増
加
理
論
の
特
別
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
形
態
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
事
後
的
に
何
ら
効
果
の
な
か
っ
た
見
張
り
の
事
例
に
つ
い
て
、
危
険
増
加
理
論
は
何
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
く
可
罰
的
な
帯
助
を
肯
定
す
る
が
、
ザ
ム
ゾ
ン
は
不
可
罰
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ザ
ム
ゾ
ン
の
強
化
原
理
が
因
果
性
を
第
一
の
帰
属
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
件
と
し
て
包
含
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
帯
助
行
為
と
正
犯
行
為
の
結
果
と
の
因
果
性
を
放
棄
す
る
危
険
増
加
理
論
は
既
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
述
べ
た
よ
う
に
排
斥
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
因
果
性
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
所
為
が
帰
属
さ
れ
得
る
効
果
を
惹
起
し
た
か
否
か
が
確
定
で
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
七
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
危
険
増
加
の
概
念
を
、
侵
害
結
果
に
転
化
さ
れ
た
危
険
の
増
加
と
把
握
し
、
因
果
性
を
放
棄
し
な
い
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）
向
へ
行
け
ば
、
侵
害
犯
を
危
険
犯
へ
転
化
す
る
と
い
う
批
判
も
回
避
で
き
る
。
他
方
、
ザ
ム
ゾ
ン
の
強
化
原
理
に
お
け
る
強
化
も
、
惹
起
さ
れ
た
高
い
危
険
が
現
実
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
生
じ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
見
解
も
結
果
チ
ャ
ン
ス
の
増
加
が
結
果
に
実
現
し
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ザ
ム
ゾ
ン
の
提
唱
し
た
、
保
護
客
体
の
状
況
の
悪
化
（
強
化
原
理
）
と
い
う
観
点
は
、
刑
法
の
中
心
的
機
能
で
あ
る
法
益
保
護
と
よ
り
良
く
調
和
し
、
蕎
助
の
因
果
関
係
を
検
討
す
る
際
の
基
本
原
理
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
　
⑥
　
以
上
、
帯
助
行
為
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
危
険
が
正
犯
結
果
へ
と
実
現
し
た
か
否
か
が
蕎
助
既
遂
（
既
遂
犯
へ
の
蕎
助
）
の
成
否
に
と
っ
て
決
定
的
な
点
で
あ
り
、
因
果
性
を
維
持
す
る
危
険
増
加
理
論
の
方
向
へ
行
か
ぎ
る
を
得
な
い
。
こ
の
方
向
を
志
向
す
る
の
が
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賂
）
ク
シ
ン
の
主
張
す
る
因
果
的
危
険
増
加
（
訂
湯
巴
①
菊
芭
ぎ
巽
ま
ご
昌
α
Q
）
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
帯
助
行
為
と
し
て
帰
属
さ
れ
る
の
は
、
既
に
設
定
さ
れ
た
因
果
経
過
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
の
強
化
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
り
、
所
為
を
困
難
に
し
、
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
の
チ
ャ
ン
ス
を
阻
止
す
る
よ
う
な
寄
与
は
、
因
果
性
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
可
罰
的
な
蕎
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
で
は
な
く
、
ま
た
、
結
果
に
対
し
て
有
用
で
も
有
害
で
も
な
く
中
立
的
な
事
象
影
響
も
不
可
罰
な
蕎
助
と
な
る
。
因
果
的
危
険
増
加
と
い
う
考
え
方
は
危
険
増
加
を
結
果
と
の
関
連
で
つ
ま
り
因
果
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
正
犯
行
為
の
実
現
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
階
を
未
遂
段
階
と
既
遂
段
階
と
に
二
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
つ
の
帰
属
段
階
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、
帯
助
行
為
の
効
果
が
正
犯
の
実
行
行
為
に
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
前
述
の
合
い
鍵
の
事
例
（
正
犯
者
に
合
い
鍵
を
渡
し
た
が
そ
れ
が
役
に
立
た
ず
、
正
犯
者
は
別
の
方
法
で
金
庫
を
開
け
て
財
物
を
窃
取
し
た
）
に
お
い
て
は
、
合
い
鍵
を
所
為
遂
行
の
際
に
使
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
第
一
段
階
ま
で
は
実
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
ま
で
で
は
い
ま
だ
未
遂
犯
へ
の
帯
助
（
可
罰
的
蕃
助
未
遂
）
が
成
立
す
る
だ
け
で
あ
る
。
　
第
二
段
階
、
す
な
わ
ち
既
遂
犯
へ
の
帯
助
と
な
る
た
め
に
は
、
帯
助
行
為
の
効
果
が
構
成
要
件
的
結
果
に
実
現
さ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
い
鍵
事
例
で
は
、
合
い
鍵
で
金
庫
を
開
け
て
財
物
が
盗
ま
れ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
構
成
要
件
的
結
果
は
帯
助
行
為
の
相
当
な
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
帯
助
行
為
の
効
果
は
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
危
険
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
が
予
見
可
能
な
効
果
に
現
実
化
し
た
場
合
に
の
み
帰
属
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
因
果
性
を
維
持
す
る
危
険
増
加
理
論
だ
け
が
正
犯
行
為
の
異
な
る
実
現
段
階
の
重
要
性
を
説
明
し
得
る
の
で
あ
り
、
非
因
果
的
な
危
険
増
加
理
論
に
よ
れ
ば
、
未
遂
犯
へ
の
蕎
助
と
既
遂
犯
へ
の
帯
助
の
区
別
は
帯
助
行
為
の
効
果
に
よ
っ
て
決
定
で
き
ず
、
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嬰
）
だ
正
犯
者
が
正
犯
行
為
を
未
遂
と
し
た
か
既
遂
と
し
た
か
と
い
う
事
情
に
結
合
さ
せ
る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
帯
助
行
為
に
対
し
て
構
成
要
件
的
結
果
（
結
果
無
価
値
）
を
帰
属
す
る
た
め
の
基
礎
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
非
因
果
的
な
危
険
増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
加
理
論
は
正
犯
行
為
の
結
果
無
価
値
を
無
媒
介
的
に
蕎
助
行
為
に
転
用
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
因
果
的
危
険
増
加
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
（
物
理
的
）
蕎
助
（
さ
ら
に
共
犯
一
般
）
の
因
果
性
を
考
察
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
説
及
び
ザ
ム
ゾ
ン
説
も
こ
の
考
え
方
に
連
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
来
、
共
犯
の
不
法
内
容
を
所
為
へ
の
因
果
的
共
働
と
把
握
す
る
以
上
（
因
果
共
犯
論
・
惹
起
説
）
、
　
因
果
性
以
外
の
帰
属
要
件
は
不
要
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
帯
助
（
さ
ら
に
共
犯
一
般
）
の
特
殊
性
か
ら
因
果
性
に
何
ら
か
の
修
正
を
付
け
加
え
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
範
囲
は
で
き
る
だ
け
最
小
限
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
共
犯
の
無
価
値
内
容
が
因
果
的
な
共
働
関
与
に
よ
っ
て
の
み
創
出
さ
れ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
九
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
仮
定
的
因
果
経
過
（
代
替
原
因
・
代
替
行
為
者
）
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
は
し
ご
事
例
（
正
犯
者
の
侵
入
を
容
易
に
す
る
た
め
、
は
し
ご
を
行
為
の
場
所
ま
で
運
ん
だ
が
、
正
犯
者
は
一
人
で
も
そ
の
は
し
ご
を
運
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
）
に
お
い
て
も
、
帯
助
者
が
結
果
を
可
能
に
し
、
少
な
く
と
も
正
犯
者
の
チ
ャ
ン
ス
を
本
質
的
に
高
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
は
し
ご
の
運
搬
は
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）
果
に
対
し
て
因
果
的
と
い
え
る
。
こ
の
意
昧
で
、
具
体
的
結
果
を
志
向
し
、
仮
定
的
因
果
経
過
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
然
と
し
て
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
は
放
棄
で
き
な
い
、
帰
属
要
件
の
一
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
事
後
的
に
不
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
な
見
張
り
に
つ
い
て
、
ロ
ク
シ
ン
は
、
正
犯
者
が
見
張
り
が
な
く
と
も
行
為
し
た
で
あ
ろ
う
か
否
か
は
重
要
で
な
い
仮
定
的
問
題
で
あ
り
、
見
張
り
の
関
与
が
不
要
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
は
、
見
張
り
が
事
前
の
客
観
的
観
察
に
よ
り
既
遂
に
至
る
ま
で
正
犯
者
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
ス
増
加
的
に
働
い
た
と
い
う
点
を
変
更
し
な
い
と
し
て
、
可
罰
的
蕎
助
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
物
理
的
蓄
助
と
し
て
の
因
果
性
は
も
は
や
肯
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
心
理
的
因
果
性
の
問
題
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
因
果
的
危
険
増
加
と
い
う
考
え
方
は
あ
く
ま
で
も
因
果
性
が
主
た
る
帰
属
要
件
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
危
険
増
加
に
よ
る
修
正
は
過
度
な
修
正
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
1
）
轄
助
の
因
果
関
係
に
関
す
る
わ
が
国
の
文
献
と
し
て
、
山
中
敬
一
「
蕎
助
の
因
果
関
係
」
関
西
大
学
法
学
論
集
二
五
巻
四
・
五
・
六
号
（
昭
五
　
　
〇
）
一
〇
九
頁
以
下
〔
同
・
刑
法
に
お
け
る
因
果
関
係
と
帰
属
（
昭
五
九
）
九
三
頁
以
下
に
所
収
〕
、
　
大
越
義
久
・
前
掲
共
犯
の
処
罰
根
拠
一
五
　
　
九
頁
以
下
、
西
田
典
之
「
蕎
助
の
因
果
関
係
」
法
学
セ
ミ
ナ
⊥
三
一
二
号
（
昭
五
六
）
二
二
頁
以
下
、
西
原
春
夫
「
帯
助
犯
の
成
否
」
演
習
刑
法
　
　
（
昭
五
八
）
一
四
〇
頁
以
下
、
日
高
義
博
髄
曽
根
威
彦
「
轄
助
の
因
果
関
係
」
現
代
刑
法
論
争
1
（
昭
五
八
）
三
三
二
頁
以
下
、
藤
吉
和
史
「
帯
　
　
助
犯
の
結
果
概
念
」
開
治
大
学
大
学
院
紀
要
二
二
集
（
昭
六
〇
）
壬
二
五
頁
以
下
、
香
川
達
夫
「
帯
助
犯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
学
習
院
大
学
法
学
　
　
部
研
究
年
報
二
〇
号
（
昭
六
〇
）
二
七
頁
以
下
参
照
。
（
2
）
拙
稿
・
前
掲
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
一
）
」
ご
…
二
頁
、
ニ
ニ
七
頁
以
下
。
（
3
）
　
鍵
⑦
謎
①
ぴ
ω
嘗
織
話
魯
“
団
貯
富
ぼ
び
8
ダ
G
。
》
良
。
｝
お
お
｝
ψ
ご
合
　
自
9
　
メ
ツ
ガ
ー
説
に
つ
い
て
は
、
山
申
・
前
掲
刑
法
に
お
け
る
　
　
因
果
関
係
と
帰
属
一
七
四
頁
以
下
、
大
越
・
前
掲
書
一
六
三
頁
以
下
に
詳
し
い
。
（
4
）
菊
Q
の
け
9
一
＄
　
本
判
決
に
つ
き
、
斉
藤
金
作
・
共
犯
理
論
の
研
究
（
昭
二
九
）
六
コ
ニ
頁
以
下
、
山
申
・
前
掲
書
一
七
八
頁
以
下
参
照
。
（
5
）
竃
Φ
お
o
び
ピ
溶
o
。
●
》
魯
こ
お
㎝
8
ψ
曽
鯉
も
っ
と
も
、
U
R
9
留
琵
塗
8
一
多
勲
艶
。
P
”
ψ
合
鯨
　
で
は
未
遂
犯
に
対
す
る
蕎
助
と
　
　
し
て
い
た
。
（
6
）
　
菊
O
ω
け
o
。
｝
器
S
本
判
決
に
つ
き
、
斉
藤
（
金
）
・
前
掲
書
六
一
四
頁
、
山
申
・
前
掲
書
一
七
九
頁
参
照
。
（
7
）
箒
嫡
α
Q
9
ω
鼠
§
窪
｝
勲
、
勲
ρ
ω
」
多
（
8
）
菊
霧
貯
》
い
溶
峯
｝
魯
‘
お
お
｝
伽
曽
知
鼠
辱
餅
ロ
ク
シ
ン
に
よ
れ
ば
、
辮
助
の
周
題
に
つ
い
て
も
帰
属
論
の
一
般
原
則
が
妥
当
す
る
の
　
　
で
あ
り
、
法
的
に
否
認
き
れ
た
結
果
を
惹
起
す
る
危
険
な
い
し
犯
罪
の
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
を
何
ら
か
の
形
で
高
め
た
行
為
だ
け
が
刑
法
上
帰
属
さ
　
　
れ
得
る
の
で
あ
る
。
幻
o
嵐
ぎ
O
a
磐
犀
鶏
嫡
瑳
ギ
o
望
o
韓
幾
犀
α
R
N
霞
8
ぼ
琶
α
q
ぎ
ω
欝
落
9
戯
営
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欝
富
9
畠
魯
o
O
村
§
島
お
o
ぞ
　
　
讐
o
ぴ
一
〇
導
9
這
お
）
ω
●
蕊
鯖
略
．
（
男
o
斡
8
ぼ
。
h
頴
○
鉱
蓼
一
零
ρ
ω
●
審
ω
壁
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（
9
）
Ω
器
9
9
Φ
渓
雲
。
。
鰭
聾
儀
霞
ω
鉱
霞
犠
9
憶
o
。
。
房
o
ぼ
．
惨
ω
8
0
ぎ
一
。
①
①
”
ω
い
一
翫
塗
｝
慈
9
　
ク
ラ
ー
ス
説
に
つ
い
て
は
、
山
申
・
前
掲
書
　
　
一
九
七
頁
以
下
、
大
越
・
前
掲
書
一
六
四
頁
以
下
に
詳
し
い
。
（
1
0
）
　
Ω
霧
。
。
”
勲
勲
○
こ
¢
砧
9
（
n
）
　
Q
器
9
勲
騨
○
‘
ψ
建
9
の
設
例
（
伊
閏
亀
）
で
あ
る
。
（
狙
）
　
驚
o
惹
戸
ピ
宍
矯
鶴
．
勲
○
こ
閑
儀
夢
ω
電
（
1
3
）
　
Ω
霧
9
鉾
鉾
○
こ
ψ
岩
9
の
設
例
（
野
評
F
の
）
で
あ
る
。
（
忽
）
　
ヵ
o
蝕
P
鋤
●
勲
○
‘
菊
儀
鐸
o
o
嘘
（
1
5
）
　
留
導
。
。
o
P
g
o
国
雲
ω
＆
鐵
瞥
山
震
閃
Φ
瀞
崇
9
悔
o
馨
の
o
ぼ
．
｛
辱
》
露
R
9
お
刈
♪
ψ
旨
偶
・
（
焔
）
ω
。
訂
鵠
器
欝
9
①
困
。。
篤
o
。
導
α
ゲ
§
α
Q
駐
0
9
⑦
疑
く
8
浮
8
。
ぼ
欝
α
q
ω
冨
鼠
℃
誉
ω
け
風
8
畠
曹
」
霧
び
①
ω
。
＆
段
Φ
び
。
一
α
R
ω
①
黛
一
塗
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
一
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
二
　
　
閏
o
馨
8
ぼ
。
い
出
8
蒔
讐
お
8
”
ψ
　
嵩
轡
》
β
き
　
嶺
6
（
1
7
）
　
山
中
・
前
掲
書
二
〇
二
頁
注
（
1
5
）
。
（
鰺
）
9
窪
α
o
ご
ω
①
簿
篇
o
舅
伽
図
雲
ω
呂
酔
騨
”
団
霧
房
9
や
い
U
話
ぽ
ぴ
一
。
ミ
い
¢
♂
譲
許
一
お
．
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
説
に
つ
い
て
は
、
大
越
・
前
　
　
掲
書
一
六
八
頁
以
下
に
詳
し
い
。
な
お
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
の
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
9
。
銭
魯
U
δ
渓
雲
絶
姦
紬
駄
黛
讐
鉱
　
　
α
R
切
＆
ぎ
α
q
弩
α
貸
・
爵
8
臨
o
注
村
無
①
国
き
9
導
α
q
ω
α
蝕
ぎ
9
お
畠
参
照
Q
（
嬉
）
（
2
0
）
（
幻
）
（
2
2
）
（
2
3
）
（
雛
）
（
2
5
）
（
2
6
）
（
2
7
）
（
2
8
）
（
2
9
）
（
30
）
（
3
1
）
（
32
）
（
3
3
）
　
ω
娼
g
α
o
ど
uJ
o
浮
ま
o
弩
傷
国
9
D
霧
昌
貯
鋤
5
勲
鋤
9
0
こ
ψ
一
お
い
9
①
鼠
・
ご
勲
勲
ρ
ψ
一
・。
舞
　
大
越
・
前
掲
書
一
六
九
頁
。
林
陽
一
「
刑
法
に
お
け
る
相
当
因
果
関
係
（
一
）
」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
三
巻
七
号
（
昭
六
一
）
内
藤
謙
・
刑
法
講
義
総
論
㊧
（
昭
五
八
）
二
五
二
頁
。
留
誘
。
F
冴
℃
。
静
象
ω
9
。
国
雲
ω
巴
く
亀
警
｛
⑦
ぎ
ω
器
｛
同
8
ぎ
お
認
”
ω
●
緩
許
お
㎝
象
二
〇
二
頁
以
下
、
大
越
・
前
掲
書
一
六
九
頁
以
下
に
詳
し
い
。
　
ω
9
き
。
。
o
F
国
巻
o
爵
o
瀞
号
o
譲
器
ω
巴
く
R
㌶
薮
o
一
導
ω
貸
鉱
8
畠
ぴ
勲
騨
○
こ
ψ
一
。
㎝
●
　留筥
o。
o
F
鋤
亀
鋤
・
○
こ
ψ
5
箆
噺
鳶
　
ω
9
導
。
。
o
戸
効
●
勲
○
‘
ω
●
嵩
○
塗
　ω鋤舅の
○
ぎ
9
．
勲
○
‘
ψ
　
一
8
6
　ω斡饗
ω
o
ダ
鋤
。
90
・
○
‘
ψ
　
｝
O
ρ
　ω鎚露
o。
o
P
勲
勲
○
こ
ω
●
O
㎏
．
　
匹
o
ど
黛
o
じ」
簿
亀
蒔
§
α
⇒
の
粘
o
円
導
巴
の
N
葺
o
魯
ご
慧
α
q
の
¢
陰
G
。
緬
g
ω
鐸
線
お
3
営
お
○
。
F
ψ
曽
S
　
国
o
ざ
鋤
●
m
。
○
‘
ψ
曽
曽
　
ω
m
き
8
F
勲
m
．
○
‘
ψ
　
嵩
民
三
四
頁
以
下
。
ザ
ム
ゾ
ン
説
に
つ
い
て
は
、
山
申
・
前
掲
壼
日
（
34
）
（
3
5
）
（
3
6
）
（
37
）
（
3
8
）
（
3
9
）
（
4
0
）
（
4
1
）
（
姐
）
（
4
3
）
（
必
）
（
4
5
）
（
妬
）
（
4
7
）
　
菊
o
紙
P
帥
。
節
●
○
こ
幻
儀
嵩
．
お
。
　
匹
o
ざ
勲
勲
○
こ
ψ
ω
o。
象
　
匹
o
ざ
繕
孚
○
こ
ω
。
鱒
G。
一
●
　
ω
魯
駄
捷
叶
色
F
勲
鋤
●
○
こ
ω
●
嵩
O
監
　
ω
簿
臼
の
o
F
勲
勲
○
‘
¢
お
9
　
留
導
の
o
戸
騨
鋤
●
○
‘
ψ
欝
♪
一
念
旧
α
Φ
誘
矯
康
o
民
山
器
巴
紫
馨
α
霞
oo
o
浮
ま
P
黛
騨
○
こ
ω
●
憲
一
塗
拙
稿
・
前
掲
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
一
と
一
三
七
頁
以
下
。
例
え
ば
、
フ
ォ
r
ク
ラ
ー
は
、
因
果
性
を
正
犯
の
帰
属
基
準
と
し
て
捉
え
、
共
犯
（
帯
助
）
と
正
犯
結
果
（
構
成
要
件
的
結
果
）
と
の
因
果
性
を
放
棄
し
、
ザ
ラ
モ
ン
も
、
欝
助
の
結
果
を
構
成
要
件
的
結
果
で
は
な
く
、
正
犯
者
に
生
じ
る
効
果
と
捉
え
、
一
方
で
正
犯
行
為
と
構
成
要
件
的
結
果
、
他
方
で
欝
助
行
為
と
正
犯
行
為
と
い
う
二
重
の
帰
属
構
造
を
肯
定
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
、
＜
○
α
q
一
Φ
び
N
舞
甲
夷
Φ
山
段
q
窃
鋤
9
一
8
算
魯
α
醇
瀬
浮
ま
o
犠
母
鎌
の
国
象
黛
翼
埴
頴
器
魯
磐
　
い
羅
①
ぎ
一
ド
お
謡
”
¢
8
9
巽
曽
ω
鉱
餌
簿
o
F
く
o
瀞
＆
馨
o
琶
瓢
ぎ
穫
象
o
簿
o
ω
鉱
ゲ
豪
ρ
お
爵
｝
ψ
る
①
眺
。
参
照
。
　
臼
霧
畠
o
o
ぎ
冨
ぼ
ぴ
8
げ
号
の
ω
霞
織
お
o
讐
。
。
博
》
8
博
P
》
鼠
こ
一
零
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）
ψ
　
器
ご
ω
9
鼠
象
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①
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群
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o
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｝
》
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幻
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閑
o
嵐
ダ
9
0
．
騨
○
‘
幻
α
⇒
●
㎝
●
　
匹
o
ざ
勲
勲
○
こ
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国
o
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働
・
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○
こ
ω
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鱒
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S
　
留
導
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p
国
壱
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爵
＆
の
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富
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絶
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①
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臼
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こ
ψ
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県
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東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
三
（
娼
）
（
4
9
）
（
5
0
）
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
匹
o
ざ
帥
●
伽
●
ρ
”
¢
鱒
o。
o
。
》
⇒
饗
一
。
餅
幻
o
紙
P
勲
Φ
●
○
毒
菊
α
鐸
①
唇
男
o
箆
ダ
鉾
勲
○
‘
沁
血
p
Go，
二
七
四
　
　
口
心
理
的
因
果
性
　
　
　
⑥
教
唆
　
ω
　
教
唆
行
為
と
正
犯
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
正
犯
結
果
と
の
因
果
的
な
結
合
関
係
は
、
正
犯
者
の
所
為
決
意
を
喚
起
き
せ
る
と
い
う
心
理
的
影
響
す
な
わ
ち
心
理
的
因
果
性
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
。
教
唆
者
は
正
犯
意
思
の
喚
起
を
通
じ
て
、
正
犯
実
行
・
正
犯
結
果
と
い
う
一
連
の
共
犯
結
果
を
惹
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
遂
犯
へ
の
教
唆
（
教
唆
既
遂
）
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
心
理
的
因
果
性
が
物
理
的
因
果
性
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
へ
ー
ゲ
ル
学
派
に
よ
っ
て
主
張
き
れ
た
因
果
関
係
の
中
断
論
に
よ
れ
ば
、
決
意
を
す
る
者
の
意
思
の
自
由
を
根
拠
に
し
て
、
所
意
決
意
の
喚
起
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
理
的
因
果
性
は
一
般
的
な
（
自
然
科
学
的
な
）
意
味
で
の
原
因
と
は
異
な
る
関
係
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
し
て
、
H
・
マ
イ
ヤ
ー
は
次
の
よ
う
に
説
く
。
す
な
わ
ち
、
心
理
的
因
果
性
の
思
想
に
固
執
す
る
者
は
、
そ
れ
自
体
物
理
的
実
体
で
な
い
単
な
る
意
識
内
容
を
、
因
果
的
に
、
物
的
な
身
体
的
事
象
と
結
び
つ
け
る
が
、
自
然
科
学
上
の
通
説
的
理
解
に
よ
れ
ば
、
精
神
的
鑓
物
理
的
平
行
論
（
意
識
内
容
と
物
的
身
体
的
な
事
象
と
の
因
果
関
係
を
否
定
し
、
意
識
の
事
象
を
、
も
っ
ぱ
ら
因
果
的
に
結
合
可
能
な
物
理
的
刺
激
事
象
の
単
な
る
内
的
側
面
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
応
す
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
理
論
）
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
因
果
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
正
犯
者
が
教
唆
に
よ
り
正
犯
者
に
存
す
る
条
件
と
因
果
的
に
結
合
さ
せ
ら
れ
た
と
か
所
為
が
教
唆
な
く
し
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
教
唆
に
つ
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
情
緒
的
な
決
意
の
発
生
が
問
題
と
な
り
い
か
に
し
て
こ
れ
を
確
定
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
心
理
的
反
作
用
（
人
間
の
決
断
）
に
対
し
て
厳
格
な
因
果
法
則
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
心
理
的
因
果
性
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
、
教
唆
犯
を
は
じ
め
と
し
て
共
犯
処
罰
は
極
端
な
擬
制
の
う
え
に
し
か
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
　
（
4
）
う
批
判
が
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
H
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
心
理
的
因
果
性
へ
の
疑
問
か
ら
因
果
共
犯
論
に
対
し
批
判
を
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
え
、
結
局
、
意
思
結
合
説
（
譲
一
翫
霧
①
慧
α
q
薫
α
q
。
。
浮
8
密
）
と
い
う
修
正
さ
れ
た
責
任
共
犯
説
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
意
思
自
由
の
問
題
も
ど
の
み
ち
そ
の
証
明
可
能
性
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
根
拠
に
心
理
的
因
果
性
を
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
後
述
の
よ
う
に
、
我
々
の
日
常
的
な
経
験
判
断
に
基
づ
い
て
心
理
的
因
果
性
を
検
討
す
れ
ば
十
分
と
思
わ
れ
る
。
　
ω
　
心
理
的
因
果
性
に
お
け
る
因
果
法
則
の
不
存
在
を
蓋
然
性
の
法
則
（
薫
鶴
ぼ
ω
。
ぎ
巨
8
算
象
諮
霧
鯨
器
）
で
代
替
し
よ
う
と
す
る
見
　
　
　
（
6
）
解
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
行
為
が
結
果
発
生
の
蓋
然
性
を
高
め
た
場
合
に
は
、
因
果
性
に
相
応
す
る
、
行
為
と
結
果
と
の
帰
属
連
関
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
見
解
は
、
正
犯
者
の
（
仮
定
さ
れ
た
）
意
思
自
由
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
教
唆
行
為
と
所
為
決
意
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
の
結
合
を
可
能
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
プ
ッ
ペ
に
よ
る
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
果
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
の
言
明
が
一
定
の
客
観
性
を
も
つ
の
は
、
理
論
上
認
識
し
得
る
す
べ
て
の
重
要
な
要
素
が
包
含
さ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
る
要
素
を
含
ま
せ
る
か
否
か
に
応
じ
て
、
客
観
的
に
存
在
す
る
蓋
然
性
に
つ
い
て
の
言
明
が
異
な
っ
て
相
互
に
矛
盾
し
て
く
る
。
と
く
に
被
教
唆
者
の
特
性
（
そ
の
性
格
、
前
歴
、
心
理
的
状
況
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
要
素
に
つ
い
て
は
、
再
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
産
が
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
蓋
然
性
判
断
が
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
心
理
的
影
響
の
存
否
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
五
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
六
に
つ
い
て
自
然
科
学
的
な
確
実
性
を
確
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
（
そ
れ
は
不
可
能
で
も
あ
る
）
、
　
裁
判
官
の
人
的
な
心
証
形
成
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
適
切
な
基
準
と
し
て
は
被
教
唆
者
（
正
犯
者
）
の
証
言
、
態
度
、
特
性
等
が
理
解
可
能
な
範
囲
で
考
慮
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
因
果
性
を
放
棄
す
る
危
険
増
加
的
な
考
え
方
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
⑥
　
プ
ッ
ペ
は
、
他
人
の
決
意
の
心
理
的
惹
起
と
い
う
因
果
性
モ
デ
ル
を
放
棄
し
、
教
唆
と
結
果
と
の
結
び
つ
き
を
心
理
的
因
果
性
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
求
め
ず
、
教
唆
者
と
正
犯
行
為
の
不
法
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
。
す
な
わ
ち
、
実
行
行
為
の
開
始
前
に
締
結
さ
れ
た
不
法
協
定
（
¢
霞
①
畠
甲
で
蹄
け
Y
不
法
の
一
致
（
d
設
o
畠
§
窪
①
ぎ
ぴ
霞
彗
α
q
）
と
い
う
要
件
が
提
示
さ
れ
、
こ
の
不
法
協
定
あ
る
い
は
不
法
の
一
致
に
よ
っ
て
、
教
唆
者
は
正
犯
者
を
事
実
上
拘
東
し
、
正
犯
者
が
所
為
計
画
を
放
棄
す
る
の
を
困
難
に
し
（
共
同
正
犯
類
似
性
）
、
　
ま
た
、
正
犯
者
は
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
）
所
為
決
意
と
実
行
行
為
を
不
法
の
一
致
の
存
続
に
依
存
き
せ
る
（
間
接
正
犯
類
似
性
）
こ
と
に
な
る
。
プ
ッ
ペ
の
見
解
は
教
唆
行
為
と
正
犯
結
果
と
の
結
び
つ
き
を
、
関
与
者
間
の
不
法
協
定
・
不
法
の
一
致
と
そ
れ
に
基
づ
く
正
犯
行
為
に
対
す
る
支
配
性
・
拘
束
性
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
プ
ッ
ペ
の
見
解
は
前
述
し
た
H
・
マ
ィ
ヤ
ー
の
意
思
結
合
説
の
系
統
に
連
な
る
も
の
と
い
え
る
が
、
た
だ
因
果
共
犯
論
・
惹
起
説
を
出
発
点
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
因
果
共
犯
論
・
惹
起
説
か
ら
出
発
す
る
以
上
、
正
犯
と
共
犯
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）
不
法
協
定
・
不
法
の
一
致
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
正
犯
者
と
共
犯
者
の
連
帯
化
に
共
犯
の
処
罰
根
拠
を
求
め
る
フ
ォ
ー
ク
ラ
ー
の
見
解
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
同
様
、
法
益
侵
害
の
惹
起
と
い
う
点
を
放
棄
し
、
因
果
共
犯
論
・
惹
起
説
の
立
場
を
逸
脱
す
る
結
果
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）
　
㈲
　
心
理
的
因
果
性
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ト
・
オ
ノ
レ
の
因
果
論
が
参
考
に
値
し
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
物
理
的
出
来
事
が
他
の
物
理
的
出
来
事
ま
た
は
人
間
行
為
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
と
い
う
害
悪
惹
起
型
の
因
果
類
型
と
、
人
へ
の
動
機
づ
け
と
い
う
観
念
を
含
む
人
相
互
の
交
渉
（
紳
簿
の
壱
段
8
欝
＝
毒
霧
8
3
諮
）
と
い
う
動
機
提
供
型
の
因
果
類
型
（
さ
ら
に
機
会
提
供
型
の
因
果
類
型
）
が
区
別
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
れ
、
前
者
に
つ
い
て
は
出
来
事
の
原
因
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
行
為
の
理
由
ま
た
は
行
為
の
動
機
が
存
在
す
る
。
人
相
互
の
交
渉
は
次
の
三
点
で
物
理
的
因
果
性
と
の
類
似
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
あ
る
行
為
の
理
由
は
内
側
か
ら
な
が
め
ら
れ
た
原
因
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
②
行
為
の
理
由
が
因
果
連
関
と
同
様
に
、
行
為
の
説
明
に
役
立
つ
場
合
が
あ
る
こ
と
（
「
な
ぜ
Y
は
盗
ん
だ
の
か
」
と
い
う
問
い
に
、
　
「
X
が
Y
に
盗
め
と
勧
め
た
か
ら
だ
」
と
答
え
る
こ
と
が
あ
る
）
、
　
③
こ
の
種
の
行
為
形
態
が
因
果
連
関
と
同
様
に
、
民
刑
事
責
任
や
日
常
の
責
任
問
題
に
お
い
て
広
く
存
在
す
る
こ
と
、
が
こ
れ
で
あ
る
。
他
方
、
人
相
互
の
交
渉
は
次
の
四
点
で
物
理
的
因
果
性
と
異
な
る
と
き
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
第
二
行
為
者
（
働
き
か
け
ら
れ
る
者
、
以
下
「
後
者
」
と
い
う
）
が
第
一
行
為
者
（
働
き
か
け
る
者
、
以
下
「
前
者
」
と
い
う
）
の
言
動
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
②
前
者
の
言
動
が
後
者
の
行
為
理
由
の
一
部
を
な
す
こ
と
、
③
後
者
は
前
者
の
言
動
の
後
に
初
め
て
意
図
を
形
成
す
る
こ
と
、
④
単
な
る
忠
告
の
事
例
を
除
い
て
、
前
者
に
は
後
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
を
行
為
に
導
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
、
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
相
互
の
交
渉
に
お
い
て
は
、
あ
る
人
が
あ
る
理
由
の
故
に
行
為
し
た
か
否
か
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
行
為
者
が
決
意
す
る
に
至
っ
た
態
様
が
問
題
と
な
り
、
行
為
者
の
経
験
つ
ま
り
陳
述
が
特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）
別
の
重
要
性
を
有
す
る
。
そ
こ
で
は
決
意
に
至
っ
た
過
程
、
そ
の
精
神
的
状
況
の
再
構
成
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
ハ
ー
ト
の
因
果
論
の
特
徴
に
つ
い
て
、
井
上
（
祐
）
教
授
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
一
種
の
個
別
化
説
、
又
は
因
果
関
係
中
断
論
を
内
容
と
す
る
条
件
・
原
因
区
別
説
と
い
っ
て
よ
」
く
、
「
条
件
・
原
因
の
区
別
は
、
法
以
前
の
日
常
用
語
と
し
て
我
々
の
常
識
観
念
に
根
ぎ
す
も
の
で
、
規
範
的
評
価
の
問
題
で
は
な
い
と
し
、
伝
統
因
果
理
論
に
、
経
験
哲
学
の
立
場
か
ら
方
法
論
的
基
礎
を
与
え
る
と
共
に
、
条
件
・
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狢
）
因
の
区
別
の
具
体
的
基
準
を
、
各
法
分
野
の
因
果
間
題
に
つ
い
て
展
開
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
ハ
1
ト
に
よ
れ
ば
、
因
果
問
題
は
二
つ
の
問
題
に
分
け
ら
れ
、
第
一
は
、
「
も
し
X
が
お
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
Y
は
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
か
」
で
あ
り
、
第
二
は
、
「
Y
を
X
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
七
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
の
結
果
と
し
て
扱
う
こ
と
を
、
法
の
目
的
か
ら
し
て
排
除
す
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
原
則
が
あ
る
か
」
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
は
前
者
の
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
を
分
析
し
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
に
該
当
す
る
が
因
果
的
に
重
要
で
な
い
場
合
と
因
果
的
に
重
要
で
あ
る
が
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
に
該
当
し
な
い
場
合
の
各
々
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ハ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
ト
の
因
果
論
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
理
的
因
果
性
に
つ
い
て
、
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
の
合
法
則
的
条
件
の
理
論
（
あ
る
事
実
が
他
の
事
実
に
時
間
的
に
先
行
し
て
存
在
し
、
後
行
事
実
が
自
然
法
則
に
従
っ
て
発
生
し
た
と
き
に
条
件
関
係
を
認
め
る
べ
き
と
い
う
見
解
）
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
必
要
は
な
く
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
に
よ
る
条
件
関
係
判
断
は
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
心
理
的
因
果
性
に
お
い
て
は
、
物
理
的
因
果
性
と
異
な
り
当
事
者
の
内
心
の
弁
明
が
中
核
と
な
る
点
に
構
造
上
の
差
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
物
理
的
因
果
性
と
同
様
に
、
教
唆
行
為
と
正
犯
実
行
・
正
犯
結
果
と
の
因
果
連
関
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
教
唆
も
因
果
的
危
険
増
加
に
よ
る
従
属
的
法
益
侵
害
で
あ
る
共
犯
の
構
造
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
（
1
）
民
α
毘
貯
）
ω
選
豊
号
ω
留
暮
ω
象
S
ω
零
鉢
。
o
馨
。
陰
》
翻
》
θ
」
。
。
貫
ω
●
8
。
許
。
。
二
漆
望
導
。
び
冨
鐸
嘗
島
α
⑦
の
α
。
9
。
。
畠
窪
　
　
　
ω
簿
鋤
坤
0
9
什
9
一
c
。
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》
魯
‘
一
〇。
㊤
G
。
》
ω
。
一
①
ぎ
譲
8
富
珠
色
F
い
o
ぼ
ぴ
編
9
α
①
ω
山
Φ
9
ω
畠
窪
ω
簿
無
3
魯
童
お
一
♪
ω
』
O
蒔
．
　
（
2
）
　
男
巷
℃
P
U
震
〇
三
爵
離
く
o
↓
象
び
8
鼠
＆
伽
角
》
霧
藻
瞥
琶
α
q
”
○
鋭
お
・
。
♪
ω
」
臼
欝
ε
伊
　
〔
（
紹
介
）
佐
久
間
修
「
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
プ
　
　
　
ッ
ペ
『
教
唆
犯
の
客
観
的
構
成
要
件
』
」
産
大
法
学
一
九
巻
二
号
（
昭
六
〇
）
二
一
二
頁
以
下
〕
　
（
3
）
螢
ζ
哉
o
ン
霊
§
ω
畠
繰
貯
｝
↓
①
蓉
聾
9
P
¢
浮
。
び
。
誘
。
訂
箇
男
Φ
ω
§
ぼ
’
い
幻
竃
。
び
お
㎝
評
ψ
謡
舞
　
（
4
）
　
西
田
典
之
「
共
犯
の
中
止
に
つ
い
て
」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
〇
巻
二
号
（
昭
五
八
）
二
三
二
頁
。
　
（
5
）
　
H
・
マ
イ
ヤ
ー
の
意
思
結
合
説
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
「
責
任
及
び
不
法
共
犯
説
の
批
判
的
考
察
」
一
五
八
頁
以
下
参
照
。
　
（
6
）
　
ω
富
樽
象
≦
Φ
答
ダ
浮
3
0
誉
琶
α
q
窪
さ
導
甲
冒
N
む
儀
震
蒙
。
。
祷
o
霧
ま
び
§
α
⇔
｝
鋤
動
ρ
｝
幹
器
9
蓋
然
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
き
、
評
署
ρ
　
　
　
N
霞
①
o
穿
§
α
q
毒
傷
薫
Φ
ぼ
も
。
畠
o
鼠
8
算
o
ぴ
N
響
譲
｝
。
闘
お
o。
も
。
｝
ω
』
o。
謡
い
参
照
。
（
7
）
（
8
）
（
9
）
（
鉛
）
（
難
）
（
鷲
）
（
B
）
（
廻
）
（
1
5
）
（
酪
）
（
π
）
評
隠
9
U
震
。
幕
蓋
く
Φ
凝
貯
ぴ
Φ
器
鑑
琶
》
裟
簿
琶
α
R
も
§
9
ω
」
0
9
　
℃
壱
℃
9
勉
●
鋤
●
○
こ
の
」
0
9
　
0
0
誘
｝
U
鶏
響
。
一
鐸
§
α
。
q
。
↓
象
ぴ
霧
一
凝
β
F
お
・。
ρ
ω
」
。
α
臼
　
憎
唇
も
9
餌
●
欝
ρ
”
ψ
一
一
一
中
　
評
署
p
勲
勲
ρ
”
ψ
一
一
駅
　
フ
ォ
ー
ク
ラ
ー
の
見
解
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
「
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
一
）
」
ご
二
七
頁
以
下
参
照
。
　
プ
ッ
ペ
の
見
解
を
め
ぐ
る
そ
の
他
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
・
前
掲
（
紹
介
）
一
五
〇
頁
以
下
が
検
討
を
加
え
て
い
る
。
　
顛
い
》
鎖
貰
け
鋤
＆
∂
国
8
簿
少
9
誘
餌
鐵
8
ぎ
浮
o
霊
類
（
鑓
＆
，
お
o
。
㎝
ソ
本
書
（
第
一
版
一
九
五
九
年
）
の
詳
細
な
紹
介
資
料
と
し
て
、
井
上
祐
司
「
ハ
ー
ト
教
授
の
因
果
関
係
論
1
そ
の
基
礎
理
論
に
つ
い
て
ー
」
　
（
そ
の
一
）
法
政
研
究
四
四
巻
一
号
（
昭
五
二
）
九
〇
頁
以
下
、
　
（
そ
の
二
）
法
政
研
究
四
五
巻
一
号
（
昭
五
三
）
一
四
九
頁
以
下
〔
以
上
ま
で
、
同
・
因
果
関
係
と
刑
事
過
失
（
昭
五
四
）
に
所
収
〕
、
　
（
そ
の
三
）
法
政
研
究
五
一
巻
一
号
（
昭
五
九
）
九
七
頁
以
下
、
　
（
そ
の
四
・
完
）
法
政
研
究
五
二
巻
二
号
（
昭
六
一
）
七
七
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
同
名
の
論
文
醤
霊
毒
ρ
猛
答
の
ξ
男
薯
審
≦
㎝
・。
》
ま
9
。
。
。
o
。
（
お
誘
）
の
翻
訳
と
し
て
、
西
村
克
彦
訳
「
法
に
お
け
る
因
果
関
係
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
七
号
八
頁
以
下
、
七
八
号
二
九
頁
以
下
、
七
九
号
三
五
頁
以
下
、
八
○
号
四
三
頁
以
下
（
昭
三
三
）
参
照
。
本
論
文
に
対
す
る
ホ
ー
ル
の
批
判
に
つ
き
、
西
村
（
克
）
「
刑
法
と
因
果
関
係
ー
ホ
ー
ル
教
授
の
新
説
…
e
口
」
警
察
研
究
三
〇
巻
七
号
三
頁
以
下
、
九
号
二
九
頁
以
下
（
昭
三
四
）
参
照
。
き
ら
に
、
ハ
ー
ト
・
オ
ノ
レ
の
見
解
を
分
析
し
、
全
犯
罪
行
為
の
因
果
論
的
再
構
成
を
志
向
す
る
の
は
、
植
田
博
「
犯
罪
形
態
に
お
け
る
因
果
関
係
の
意
義
ー
と
く
に
刑
法
に
お
け
る
心
理
的
因
果
関
係
を
申
心
と
し
て
…
」
刑
法
雑
誌
二
六
巻
二
号
（
昭
五
九
）
一
九
八
頁
以
下
で
あ
る
。
　
類
貰
叶
欝
鎚
期
窪
霧
ρ
。
。
巷
轟
》
9
鵠
占
9
G。
⑩
望
o。
・
Q
Q。●
井
上
（
祐
）
・
前
掲
「
ハ
ー
ト
教
授
の
因
果
関
係
論
」
　
（
そ
の
一
）
一
〇
〇
頁
以
下
、
一
〇
八
頁
以
下
、
植
田
（
博
Y
前
掲
論
文
二
〇
二
頁
。
　
国
母
瞥
彗
儀
譲
呂
禽
少
ω
壱
3
》
讐
鋒
占
ω
・
井
上
（
祐
Y
前
掲
論
文
一
〇
八
頁
、
植
田
（
博
Y
前
掲
論
文
二
〇
二
頁
以
下
。
　
類
9
。
旨
碧
α
庸
8
窯
ρ
ω
唇
錨
”
讐
3
ふ
S
井
上
（
祐
Y
前
掲
論
文
一
〇
九
頁
、
植
田
（
博
Y
前
掲
論
文
二
〇
三
頁
以
下
。
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
九
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
○
　
（
1
8
）
　
井
上
（
祐
）
「
義
務
違
反
と
位
置
・
時
差
問
題
」
平
場
還
暦
・
現
代
の
刑
事
法
学
の
（
昭
五
二
）
三
二
〇
頁
〔
同
・
前
掲
因
果
関
係
と
刑
事
過
失
　
　
　
一
二
七
頁
〕
。
　
（
1
9
）
　
類
貰
貯
弩
餌
国
8
9
ρ
。
Q
も
3
簿
｝
8
山
鐸
井
上
（
祐
Y
前
掲
「
ハ
ー
ト
教
授
の
因
果
関
係
論
」
　
（
そ
の
四
・
完
）
二
一
五
頁
以
下
。
　
（
20
）
団
5
α
Q
δ
o
ダ
9
0
国
鋤
霧
無
韓
巴
。
Q
ζ
①
梼
ヨ
巴
α
巽
ω
簿
無
お
魯
爵
畠
窪
謡
晋
裟
飲
琶
ρ
お
ω
ン
¢
鐸
　
な
お
、
林
（
陽
Y
前
掲
論
文
五
八
　
　
　
頁
以
下
参
照
。
　
　
　
㈲
心
理
的
帯
助
　
ω
　
正
犯
行
為
（
結
果
）
に
対
す
る
蕎
助
の
心
理
的
影
響
（
心
理
的
蕎
助
）
と
し
て
、
二
っ
の
異
な
っ
た
心
理
的
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
　
　
（
1
）
て
い
る
。
一
つ
は
、
助
言
の
伝
達
に
よ
り
所
為
計
画
・
所
為
遂
行
の
態
様
に
影
響
を
与
え
る
モ
デ
ル
で
あ
り
、
一
つ
は
、
正
犯
者
の
動
機
づ
け
・
所
為
決
意
に
影
響
を
与
え
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
前
者
は
知
的
心
理
（
ぎ
什
亀
魯
ε
亀
Φ
評
鷺
富
）
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
技
術
的
助
言
（
8
島
巳
8
竃
寄
け
び
濠
o
）
と
さ
れ
、
後
者
は
意
欲
的
心
理
（
〈
o
一
猛
翼
才
o
評
岩
ぼ
〉
に
影
響
を
与
え
る
狭
義
の
心
理
的
需
助
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
心
理
的
モ
デ
ル
間
で
因
果
性
の
判
断
上
差
異
が
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
帰
属
基
準
と
し
て
の
因
果
性
が
各
々
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
貫
徹
で
き
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
　
以
下
で
は
、
知
的
心
理
へ
の
影
響
、
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
、
物
理
的
因
果
性
と
心
理
的
因
果
性
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。
　
ω
　
ま
ず
、
知
的
心
理
へ
の
影
響
に
お
け
る
因
果
性
の
問
題
を
検
討
す
る
。
知
的
心
理
へ
の
影
響
は
一
般
に
助
言
（
応
象
。。
魯
一
お
）
に
よ
る
帯
助
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。
正
犯
者
が
帯
助
者
の
助
言
に
従
わ
ず
、
別
の
方
法
で
犯
罪
遂
行
し
た
場
合
に
は
知
的
心
理
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
は
因
果
性
は
肯
定
さ
れ
ず
、
助
言
に
従
っ
て
実
行
し
た
場
合
に
因
果
性
が
肯
定
さ
れ
る
と
一
応
は
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
者
の
場
合
、
具
体
的
態
様
に
お
け
る
所
為
の
遂
行
は
蕎
助
行
為
な
く
し
て
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
非
決
定
論
的
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
解
に
よ
っ
て
も
、
意
思
は
意
思
刺
激
（
巧
艶
①
霧
匡
器
）
を
通
じ
て
規
定
さ
れ
得
る
こ
と
を
一
般
に
認
め
る
が
故
に
、
や
は
り
因
果
性
を
肯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
で
物
理
的
蓄
助
の
場
合
と
基
本
的
に
は
異
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
物
理
的
帯
助
に
お
け
る
因
果
性
と
異
な
っ
て
い
る
点
と
し
て
は
、
こ
こ
で
の
因
果
性
が
自
然
法
則
的
な
確
実
さ
で
確
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
ば
、
A
が
B
に
ピ
ス
ト
ル
を
与
え
、
こ
の
ピ
ス
ト
ル
で
B
が
C
を
殺
害
し
た
場
合
、
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
A
の
帯
助
行
為
は
C
殺
害
の
合
法
則
的
条
件
で
あ
る
こ
と
を
外
部
的
事
情
を
根
拠
に
確
定
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
A
が
B
に
一
定
の
態
様
で
所
為
を
遂
行
す
る
よ
う
助
言
し
た
場
合
、
B
が
助
言
さ
れ
た
通
り
に
実
行
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
こ
の
実
行
が
事
実
上
A
の
助
言
に
基
づ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
行
わ
れ
た
と
直
ち
に
推
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
正
犯
者
が
助
言
を
忘
れ
て
し
ま
い
助
言
を
思
い
出
さ
ず
に
自
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
の
老
え
で
助
言
通
り
に
実
行
し
た
と
い
う
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
知
的
心
理
へ
の
影
響
に
お
け
る
心
理
的
因
果
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
右
の
問
題
は
結
局
教
唆
の
場
合
と
同
様
に
証
明
可
能
性
の
問
題
で
あ
り
、
所
為
が
助
言
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
通
り
に
実
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
因
果
性
を
肯
定
す
る
た
め
の
決
定
的
な
徴
愚
と
い
え
よ
う
。
そ
の
際
、
正
犯
の
知
的
心
理
が
帯
助
行
為
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
か
否
か
、
ど
の
程
度
に
か
と
い
う
点
が
重
要
と
な
り
、
助
言
が
所
為
計
画
・
所
為
実
現
に
影
響
を
与
え
た
場
合
に
は
既
遂
犯
へ
の
心
理
的
帯
助
が
肯
定
さ
れ
、
所
為
が
未
遂
段
階
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
や
既
遂
が
助
言
と
全
く
独
立
し
て
実
現
さ
れ
た
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
合
に
は
未
遂
犯
へ
の
帯
助
で
あ
り
、
助
言
が
実
行
行
為
に
何
ら
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
不
可
罰
な
轄
助
未
遂
と
な
る
。
　
⑥
次
に
、
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
に
お
け
る
因
果
性
の
問
題
を
検
討
す
る
。
意
欲
的
心
理
に
影
響
を
与
え
る
帯
助
の
問
題
は
知
的
心
理
へ
の
影
響
の
問
題
よ
り
も
一
層
困
難
な
問
題
と
い
え
る
。
因
果
性
を
帰
属
の
第
一
要
件
と
す
る
以
上
、
所
為
決
意
の
喚
起
に
つ
い
て
意
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
二
欲
的
心
理
へ
の
因
果
的
影
響
が
可
能
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
心
理
的
帯
助
の
場
合
は
教
唆
と
異
な
り
、
正
犯
者
が
既
に
所
為
決
意
を
有
し
て
い
る
場
合
だ
け
に
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
公
式
の
有
効
性
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
所
為
決
意
の
喚
起
に
お
け
る
意
欲
的
心
理
へ
の
因
果
的
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
、
犯
罪
の
実
現
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
う
。
例
え
ば
、
喚
起
さ
れ
た
行
為
衝
動
が
直
接
実
現
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
情
動
行
為
に
お
い
て
は
、
喚
起
さ
れ
た
決
意
が
直
ち
に
遂
行
き
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）
る
が
故
に
、
決
意
後
の
正
犯
意
思
へ
の
影
響
は
排
除
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
犯
罪
は
い
わ
ゆ
る
意
思
行
為
（
饗
崖
①
器
富
巳
剛
還
α
q
）
が
問
題
と
な
り
、
決
意
に
は
、
動
機
と
反
対
動
機
と
が
相
互
に
衡
量
さ
れ
る
比
較
的
長
い
過
程
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
思
行
為
に
お
い
て
は
意
思
変
更
の
可
能
性
も
肯
定
さ
れ
、
ま
た
、
刑
法
典
も
実
行
着
手
後
の
意
思
変
更
を
中
止
犯
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
意
思
行
為
に
お
い
て
は
決
意
だ
け
で
は
犯
罪
遂
行
に
と
っ
て
十
分
で
な
く
、
い
っ
た
ん
抱
い
た
決
意
が
既
遂
へ
と
至
り
得
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
招
）
程
、
行
為
者
の
動
機
づ
け
が
強
度
か
否
か
が
重
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
決
意
の
後
で
あ
っ
て
も
正
犯
意
思
に
影
響
を
与
え
、
行
為
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
の
動
機
づ
け
を
実
行
行
為
時
に
決
定
的
に
強
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
の
可
能
性
と
し
て
、
新
た
な
動
機
を
付
加
す
る
場
合
と
反
対
動
機
（
例
え
ば
発
覚
の
お
そ
れ
、
訴
追
の
危
険
等
）
に
影
響
を
与
え
、
こ
の
反
対
動
機
を
減
弱
さ
せ
る
場
合
と
が
　
　
　
　
（
拒
）
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
正
犯
者
の
動
機
づ
け
が
動
機
と
反
対
動
機
の
東
か
ら
成
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
正
犯
者
の
動
機
づ
け
に
対
し
て
蕎
助
行
為
が
因
果
的
に
影
響
を
与
え
得
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
意
欲
的
心
理
に
対
し
て
こ
の
種
の
共
同
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
心
理
的
蕎
助
の
因
果
性
と
し
て
十
分
か
否
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
理
的
常
助
き
ら
に
知
的
心
理
へ
の
影
響
と
異
な
り
、
外
部
的
な
所
為
経
過
か
ら
、
帯
助
行
為
に
よ
る
意
欲
的
心
理
へ
の
事
実
上
の
影
響
を
引
き
出
せ
ず
、
例
え
ば
正
犯
者
は
所
為
決
意
を
後
の
帯
助
行
為
な
し
に
も
有
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
い
た
と
か
一
般
に
は
意
欲
的
心
理
に
影
響
を
与
え
得
る
帯
助
行
為
で
も
具
体
的
事
例
で
そ
の
よ
う
な
効
果
の
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
も
結
局
は
証
明
可
能
性
の
問
題
で
あ
り
、
教
唆
の
場
合
や
欺
岡
行
為
と
財
産
処
分
行
為
と
の
因
果
性
が
問
題
と
な
る
詐
欺
の
場
合
に
も
生
じ
る
が
、
こ
こ
で
は
既
に
存
在
す
る
決
意
に
対
す
る
影
響
が
問
題
と
な
る
だ
け
に
一
層
困
難
な
証
明
問
題
が
生
じ
る
。
事
実
、
ザ
ム
ゾ
ン
は
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
に
よ
る
心
理
的
幕
助
の
可
能
性
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
ザ
ム
ゾ
ン
に
よ
れ
ば
、
教
唆
や
詐
欺
の
場
合
は
影
響
を
受
け
た
者
が
過
去
の
動
機
づ
け
体
験
を
証
言
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
た
は
心
理
的
経
過
の
一
般
的
経
験
命
題
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
因
果
性
を
肯
定
で
き
る
が
、
心
理
的
蕎
助
に
お
い
て
は
既
に
存
在
す
る
決
意
の
影
響
だ
け
に
よ
り
複
雑
化
し
、
も
し
こ
れ
を
肯
定
す
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茸
）
す
べ
て
の
賛
同
行
為
（
bo
①
一
鼠
剛
玲
毒
α
α
q
①
び
壽
α
q
）
が
心
理
的
蕎
助
と
看
倣
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
物
理
的
幕
助
の
場
合
に
は
比
較
的
軽
微
な
蕎
助
行
為
で
十
分
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
の
心
理
的
帯
助
は
高
い
危
険
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
を
有
し
、
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
が
所
為
遂
行
の
決
定
的
な
刺
激
と
な
り
得
る
場
合
も
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
レ
ッ
ツ
グ
ス
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
心
理
的
影
響
に
は
物
理
的
影
響
に
は
存
し
な
い
暗
示
効
果
（
ω
轟
α
q
Φ
鴇
o
器
惹
詩
毯
α
q
）
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
の
当
罰
性
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
因
果
性
が
そ
の
際
の
適
切
な
帰
属
基
準
と
な
り
得
る
か
否
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
は
や
は
り
問
題
で
あ
る
。
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ン
・
ザ
ラ
モ
ン
流
の
危
険
増
加
理
論
に
よ
れ
ば
、
心
理
的
蓄
助
は
一
種
の
補
助
構
成
と
し
て
把
握
さ
れ
、
意
欲
的
心
理
に
影
響
を
与
え
る
の
に
適
し
た
行
為
に
よ
っ
て
法
益
侵
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
に
心
理
的
帯
助
と
し
て
の
帰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
4
属
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
物
理
的
蕎
助
が
正
犯
心
理
に
影
響
を
与
え
て
法
益
侵
害
の
危
険
を
高
め
る
こ
と
を
肯
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
非
因
果
的
な
物
理
的
帯
助
を
心
理
的
帯
助
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
物
理
的
蕎
助
に
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
る
様
々
な
制
限
が
排
除
き
れ
る
危
険
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
危
険
増
加
理
論
に
よ
れ
ば
、
蕎
助
行
為
が
実
際
に
正
犯
心
理
の
強
化
　
　
　
　
東
p
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
三
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
へ
と
導
い
た
か
否
か
は
重
要
で
な
く
、
客
観
的
観
察
者
が
事
前
に
所
為
遂
行
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と
い
う
確
信
を
得
る
こ
と
で
十
分
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
×
2
4
》
る
が
故
に
、
心
理
的
帯
助
に
お
い
て
も
刑
法
上
の
帰
属
の
拡
張
に
至
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
シ
ョ
イ
ー
ル
は
、
物
理
的
帯
助
に
つ
い
て
は
因
果
性
を
基
準
と
し
、
心
理
的
帯
助
に
つ
い
て
は
因
果
性
を
基
準
と
し
な
い
と
い
う
方
向
を
採
用
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
心
理
的
蕎
助
の
可
罰
根
拠
は
帯
助
者
が
所
為
決
意
へ
の
影
響
に
よ
り
法
益
に
対
す
る
救
助
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
ヤ
ン
ス
を
低
下
き
せ
た
点
に
あ
る
と
し
て
、
カ
ー
ル
ス
の
回
避
可
能
性
原
理
（
結
果
の
帰
属
が
生
じ
る
の
は
、
許
さ
れ
ぎ
る
態
度
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
て
結
果
が
回
避
さ
れ
る
可
能
性
が
阻
止
さ
れ
た
場
合
と
す
る
考
え
方
）
が
心
理
的
帯
助
に
お
い
て
適
切
な
帰
属
基
準
と
な
る
、
と
い
う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
回
避
可
能
性
と
い
う
帰
属
基
準
は
明
確
な
判
断
基
準
と
は
い
え
ず
、
因
果
性
の
基
準
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
因
果
性
を
帰
属
基
準
と
解
し
た
場
合
、
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
証
明
可
能
性
の
問
題
を
い
か
に
克
服
す
る
か
が
重
要
と
な
る
。
確
か
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
学
的
確
実
さ
で
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
裁
判
官
の
認
定
に
と
っ
て
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
要
な
の
は
自
然
科
学
的
確
実
性
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
人
的
な
心
証
形
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
心
証
形
成
に
つ
い
て
ま
ず
老
慮
さ
れ
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
は
正
犯
者
の
証
言
な
の
で
あ
る
。
ザ
ム
ゾ
ン
は
、
正
犯
者
は
通
常
自
己
の
心
理
的
事
象
に
つ
い
て
報
告
で
き
な
い
と
い
う
が
、
多
く
の
場
合
正
犯
者
は
所
為
遂
行
時
点
で
自
己
に
い
か
な
る
観
点
が
共
同
決
定
的
で
あ
っ
た
か
を
知
っ
て
い
る
し
、
き
ら
に
正
犯
者
の
態
度
、
蕎
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
行
為
の
程
度
等
も
心
証
形
成
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
㈲
　
最
後
に
、
物
理
的
因
果
性
と
心
理
的
因
果
性
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
物
理
的
蕎
助
に
よ
っ
て
正
犯
者
の
心
理
的
側
面
が
い
か
に
影
響
き
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
物
理
的
に
は
影
響
を
与
え
な
い
外
部
的
帯
助
行
為
が
所
為
遂
行
時
の
正
犯
心
理
に
影
響
を
与
え
る
場
合
（
前
述
の
作
業
服
事
例
や
効
果
の
な
か
っ
た
見
張
り
事
例
）
や
道
具
の
供
与
の
よ
う
な
外
部
的
帯
助
行
為
が
正
犯
心
理
に
影
響
を
与
え
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
前
者
の
よ
う
な
、
外
部
的
な
所
為
実
現
に
対
し
て
因
果
的
で
な
い
場
合
に
需
助
行
為
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）
の
心
理
的
影
響
が
重
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
物
理
的
に
は
帯
助
未
遂
あ
る
い
は
未
遂
犯
へ
の
蕎
助
と
な
る
が
、
心
理
的
蕎
助
の
観
点
で
既
遂
犯
へ
の
蕎
助
が
肯
定
さ
れ
得
る
か
否
か
が
ま
さ
に
問
題
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
は
因
果
性
を
帯
助
の
帰
属
要
件
と
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
場
合
に
生
じ
る
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
西
ド
イ
ッ
の
判
例
の
採
用
す
る
促
進
説
や
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ン
・
ザ
ラ
モ
ン
流
の
危
険
増
加
理
論
に
よ
る
な
ら
ば
、
物
理
的
帯
助
の
事
例
に
お
い
て
結
果
と
の
因
果
性
が
不
存
在
で
あ
っ
て
も
、
促
進
公
式
あ
る
い
は
危
険
増
加
に
よ
っ
て
既
遂
犯
へ
の
翻
助
が
肯
定
き
れ
、
継
続
し
て
い
る
心
理
的
影
響
で
既
遂
犯
へ
の
帯
助
を
根
拠
づ
け
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
物
理
的
需
助
行
為
が
非
因
果
的
な
場
合
に
い
か
な
る
範
囲
で
心
理
的
蕎
助
と
し
て
の
処
罰
が
考
慮
き
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
マ
ウ
ラ
ッ
ハ
は
、
所
為
遂
行
の
た
め
に
道
具
を
使
用
き
せ
る
こ
と
に
よ
り
同
時
に
正
犯
者
に
心
理
的
帯
助
を
な
し
て
い
る
と
し
、
場
合
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
っ
て
は
所
為
遂
行
の
道
具
が
そ
も
そ
も
使
用
さ
れ
た
か
否
か
は
重
要
で
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
バ
ウ
マ
ン
は
、
正
犯
者
は
所
為
遂
行
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
具
が
な
け
れ
ば
、
所
為
の
場
所
に
行
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
に
は
つ
ね
に
心
理
的
蕎
助
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
、
心
理
的
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
助
を
非
因
果
的
な
物
理
的
翻
助
の
場
合
の
一
種
の
収
容
構
成
要
件
（
＞
藤
き
α
q
翼
び
霧
鼠
＆
）
に
す
る
こ
と
は
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
以
下
で
は
、
前
述
し
た
知
的
心
理
と
意
欲
的
心
理
と
に
分
け
て
、
物
理
的
帯
助
が
そ
れ
ぞ
れ
に
い
か
に
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。
　
⑥
　
ま
ず
、
物
理
的
蓄
助
行
為
に
よ
っ
て
知
的
心
理
が
い
か
に
影
響
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る
道
具
を
供
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
五
　
　
　
　
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六
与
す
る
場
合
に
正
犯
者
が
い
か
な
る
道
具
で
遂
行
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
な
い
と
か
正
犯
者
が
考
え
て
い
な
か
っ
た
道
具
を
作
成
し
た
と
い
う
と
き
は
、
そ
の
道
具
の
供
与
に
よ
っ
て
、
正
犯
者
に
対
し
こ
の
種
の
道
具
で
所
為
を
遂
行
す
る
よ
う
に
と
の
助
言
を
も
含
ん
で
い
る
　
　
　
（
3
7
）
と
い
え
る
。
こ
れ
は
物
理
的
蕎
助
行
為
が
正
犯
者
の
知
的
心
理
に
影
響
を
与
え
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
、
例
え
ば
蕎
助
者
が
正
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
者
の
所
為
遂
行
前
に
道
具
を
取
り
戻
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
心
理
的
影
響
の
継
続
的
効
果
が
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
T
は
妻
殺
害
を
意
図
し
、
薬
剤
師
で
あ
る
友
人
A
に
援
助
を
求
め
、
A
は
T
に
所
為
遂
行
後
何
ら
痕
跡
を
残
さ
な
い
毒
薬
を
供
与
し
た
。
そ
の
後
A
は
気
が
変
わ
り
T
に
毒
薬
の
返
還
を
要
求
し
、
所
為
を
や
め
る
よ
う
説
得
し
、
T
は
A
に
毒
薬
を
返
し
た
。
し
か
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
T
は
別
の
薬
局
で
そ
の
毒
薬
を
調
達
し
、
所
為
を
遂
行
し
た
と
い
う
場
合
、
犯
罪
既
遂
へ
の
A
の
物
理
的
な
因
果
的
寄
与
は
存
在
し
な
い
が
、
A
の
毒
物
供
与
に
関
係
す
る
（
こ
の
毒
薬
を
使
用
せ
よ
と
の
）
助
言
は
T
の
具
体
的
な
所
為
計
画
・
所
為
実
現
に
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
知
的
心
理
へ
の
影
響
が
A
の
故
意
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
る
か
と
い
う
A
に
対
す
る
主
観
的
帰
属
の
問
題
が
残
る
。
し
か
し
、
蕎
助
の
故
意
と
し
て
は
中
止
時
の
表
象
で
は
な
く
、
蓄
助
行
為
に
お
け
る
表
象
が
決
定
的
で
あ
り
、
A
は
正
犯
者
丁
が
具
体
的
な
そ
の
毒
薬
で
所
為
を
遂
行
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
援
助
し
た
以
上
、
帯
助
故
意
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
　
　
　
（
切
）
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
需
助
者
が
正
犯
者
に
対
し
て
、
侵
入
す
る
際
に
窓
ガ
ラ
ス
を
危
険
な
く
壊
せ
る
よ
う
に
手
袋
を
与
え
た
場
合
、
本
質
的
な
援
助
は
手
袋
の
交
付
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
助
言
の
伝
達
に
あ
る
。
道
且
ハ
の
交
付
に
よ
り
、
正
犯
者
の
計
画
・
所
為
遂
行
の
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
様
に
影
響
を
与
え
た
場
合
に
は
、
知
的
心
理
へ
の
影
響
が
残
存
す
る
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。
　
⑥
　
次
に
、
物
理
的
蕎
助
行
為
に
よ
う
て
意
欲
的
心
理
が
い
か
に
影
響
き
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。
一
般
論
と
し
て
、
物
理
的
帯
助
行
為
が
そ
も
そ
も
正
犯
の
意
欲
的
心
理
に
影
響
を
与
え
得
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
正
犯
者
に
道
具
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）
て
、
所
為
遂
行
の
危
険
や
失
敗
あ
る
い
は
発
覚
の
危
険
等
へ
の
不
安
と
い
っ
た
反
対
動
機
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
例
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
ば
、
蕎
助
者
が
他
か
ら
手
に
入
ら
な
い
照
準
望
遠
鏡
つ
き
特
殊
銃
を
正
犯
者
に
供
与
し
た
場
合
、
こ
の
供
与
は
正
犯
の
意
欲
的
心
理
に
対
し
て
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
物
理
的
蕎
助
行
為
が
効
を
奏
し
た
と
き
で
も
正
犯
の
意
欲
的
心
理
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
蕎
助
者
が
正
犯
者
の
窃
盗
の
た
め
に
部
屋
の
鍵
を
供
与
し
た
が
、
正
犯
者
が
も
し
鍵
が
な
く
て
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
製
）
何
ら
か
の
方
法
で
ド
ア
を
開
け
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
鍵
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
に
所
為
遂
行
を
容
易
に
す
る
が
、
正
犯
者
の
反
対
動
機
に
何
ら
影
響
を
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
正
犯
者
の
意
欲
的
心
理
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
物
理
的
蕎
助
行
為
の
場
合
、
そ
の
蕎
助
を
後
に
取
り
去
っ
た
場
合
に
は
心
理
的
影
響
も
脱
落
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
他
方
、
物
理
的
蓄
助
行
為
が
効
を
奏
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
蕎
助
行
為
に
よ
り
生
じ
た
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
が
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
蕎
助
者
か
ら
合
い
鍵
を
得
て
心
理
的
に
影
響
さ
れ
た
正
犯
者
が
実
行
場
所
に
行
く
と
ド
ア
は
閉
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
鍵
を
使
う
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
、
意
欲
的
心
理
へ
の
影
響
の
継
続
効
果
は
所
為
遂
行
の
時
点
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
合
い
鍵
事
例
に
お
い
て
も
、
合
い
鍵
の
交
付
に
よ
り
反
対
動
機
の
消
滅
と
い
う
形
で
意
欲
的
心
理
が
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）
響
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
合
い
鍵
の
存
在
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
心
理
的
強
化
も
継
続
的
に
効
を
奏
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
既
に
所
為
の
重
要
部
分
を
遂
行
し
た
正
犯
者
は
努
力
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
所
為
を
既
遂
に
し
よ
う
と
す
る
が
通
常
で
あ
り
、
こ
の
既
遂
が
安
全
の
た
め
持
っ
て
い
た
別
の
鍵
で
成
功
し
た
と
し
て
も
、
先
の
合
い
鍵
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
実
行
開
始
時
に
お
け
る
所
為
の
結
果
可
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
磐
）
性
の
評
価
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
な
ら
ば
、
既
遂
犯
へ
の
蕎
助
が
肯
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
王
）
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